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例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   古橋 直彦 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事   遠藤 隆浩 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長     塚本  直人  

                               

 

   世界へのプレゼントになろう 

晩冬の大正池  蜘手 康介

高山西ロータリークラブ

 ＜会長の時間＞ 
本日は会員増強委員会担当例会で

す。挾土さんから、「会長の時間も増

強の話をして下さい」と言われていま

すので関連の話を致します。 

毎月、ガバナー月信に各クラブの会

員数が表示されます。皆さんも先ずはここから見られると思います。

会員数、新入会員のページです。「高山RCは何人増えた」とか、掲

載された顔写真を見ながら「この方は○○クラブに入った」とか「職

業は何だろう」とか他の記事は読まなくてもそこは見ます。ここ最

近、ロータリークラブに関わっている方やＪＣＯＢの方などから

「西クラブは4人も辞めたんやって？」とか「なんかあったんか？」

とか、多分皆様方も同じ事を言われた方も多いと思います。「人の

口には戸は立てられない」と申します。「人の不幸は蜜の味」とも

言いますが、半期で4人の退会者があったことは紛れもない事実で

す。岡田ガバナーからも「○○周年時には何時もより退会者が多く

出る」と言う話は聞いていましたし全国的にその様です。 

それでは、親クラブ、高山ＲＣは10年前の50周年の後に、また

今年度の60周年を迎えた際に退会者はあったでしょうか？11月に

60 周年の式典がありましたが、そのあとも何時もの年の様に変わ

らず毎週例会に淡々と出席なさっています。それも当クラブで退会

された方よりも高齢の方が。高山ロータリークラブのお場合は自然

退会（自然退会・・・当クラブでは葛谷さんの様に現役中お亡くな

りになる事を指します）での退会が殆んどです。会員増強が無くと

も会員が辞めて行かない・・・とっても重要な事と思います。新会

員勧誘には多くの会員のエレルギーが必要なので、ずっと楽だと思

います。 

ＪＣは40歳で卒業です、ＹＥＧは45歳が卒業です。ロータリー

クラブには卒業がありません。ないという事はずっとそのクラブに

お世話になる訳です。私の場合にはそこからロータリーでの立ち位

置が自分の中で知らないうちに決まっていったと思います。 

まず、第一は仕事（企業あってのロータリーと言われます）、次

にロータリーが負担にならない様なスタンス。いい表現が見つかり

ませんが優先順位とでもいうのでしょうか・・・。おろそかにした

のではなく、私の入会当時、西クラブには65 名近くの会員がおみ

えでした。各委員会には今の倍までとはいかないまでも委員が多く

みえましたし、委員長などは何年も経たなければ廻って来ませんで

したので、委員会の皆様に対しごめんなさいもありました。入会時、

最年少会員で、その上が阪下さん、伊藤松寿さん。その上の方は 

顔は存じていても中々話かけのできる会員さんがおみえになりま

せんでした。そうそうたるメンバーの集まりでした。 

只、今となって思う事は、長い在籍中、機会があるたびに、おひ

とり、またおひとりとお話が出来た。結果的に今日までの時間の経

過が、人間関係を構築していったと思います。結果、今日があると

感じています。長い時間の経過の中で築かれた人間関係というのは、 

簡単に崩れるものではないと思います。高山ロータリーの退会者が

少ないのはこの人間関係にも関わりがあるのではとも思います。 

ロータリークラブの例会は非日常の時間です。出席した際は仕事

のことから離れメンバーとの会話を楽しんだり、会員のスピーチ、

講師の卓話、また情報交換などなさって下さい。そのことが、退会

防止につながる一つの要因であると私は思います。 

 

 

＜幹事報告＞ 
◎濃飛グループガバナー補佐より 

 ・ガバナー補佐最終訪問について 

    ６月１０日(金) 

◎高山ロータリークラブより 

 ・創立６０周年記念誌 

◎高山市社会福祉協議会より 

 ・平成２７年度第３回評議員会議案送付について 

＜例会変更＞ 

高山 … 4月14日（木）は、定款第６条第１節により 休会 

4月28日（木）は、新緑家族例会のため、 

18：00～ 洲さき に変更 

＜受贈誌＞ 

(財)米山記念奨学会｢ハイライトよねやま192｣、(株)オクトン 

(2016-2017ロータリーカタログ)、 (株)フジマキネクタイ 

(2016-2017ロータリーカタログ) 

 

＜出席報告＞ 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 38名 0名 38名 42名 90.48% 

本日 32名 － 32名 42名 76.19％ 
 

 
 
＜本日のプログラム＞ 
会員増強委員会 
委員長    垣内 秀文 

当委員会の担当例会ですので私

が前に出てこさせて頂きましたが、

昨年度末に古橋会長に会員増強を

お願いできないかと言われ、能力

もないくせにロータリーは指名されたら断れないという事を真に 
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受け、軽い気持ちでお受けし少し後悔していましたが、今年度杉

山さんに続き、榎坂さんが入会して頂きまして純増ではありませ

んが内心ホッとしたおります。 

そこで私が西クラブに入会させて頂いた経緯を増強される側の

気持ちはどうだったのか改めて考える為に、少しですがお話しさ

せて頂きたいと思います。お誘いいただいたお方は昨年11月に残

念ながら退会された脇本さんです。10 年ほど前に「お前に楽しい

会が有るから、時期が来たら誘ってやるからその時が来るまで心

を磨いて待っていろ」と言われその時は何のこっちゃ分かりませ

んでしたので軽はずみに返事をしておりました。その間にもあれ

やこれやと色々とレクチャーされておりましたがそれから約 1 年

後、遂にXデーがやって参りました。「そろそろ推薦したいのだが」

と当西クラブの詳細を聞かせて頂きました。いざその時が来ると

中々決心がつきません、メンバー表を拝見してもこちらが一方的

に存じ上げているだけでお会いした事もない立派な高山の名士の

方々で…。 少し考えさせて下さいと即答は避けさせて頂きまし

た、とは言っても目と鼻の先の同町内、何度もお会いするので本

当にありがたいお話を聞かせて頂きました。 

数日後、丁重にお断りをさせて頂く予定でご自宅まで伺いまし

た…が皆さんもご存じのように簡単に引き下がってくれる方では

有りません。笑いながら「まあ尚早に結論出すなよ、もう一度考

えてみ、誘ってもらっとるうちが花やぞ」とまで言われ追い返さ

れ結論は先延ばしにされました。1週間程のスパンは有ったと思い

ますが熟慮させて頂きました。「そうか花じゃなくなるんや」と思

うと何故か恐怖感を覚え、家族の中で一番怖い嫁に許しを得て、

入会の決心をお伝えに伺った所、「まあ推薦はしとくけど反対者が

おったら入れんでな」と…「オイオイ話が違うじゃねえか」と内

心思いましたが後にノーマークの私には反対者も無く無事に当ク

ラブに入会させていただく事が出来きて心より感謝しておりま

す。 

自分の中では脇本さんのお陰で、推薦の手引きに記載されてい

る一応のプロセスは経てきたつもりでしたので、何があっても 3

年は一生懸命頑張ろうと心に決めていましたが、気がつけば何の

成長も無いまま、月日の経つのは早いもので8年目です。 

そこで改めて会員増強委員長の立場になってみると増強の大変

さをしみじみ感じております。私のような経験の浅いものが物言

う立場ではない事を充分に理解しているつもりですが一言申させ

て頂きますと、あまりにも会員増強ありきと走り、クラブの親睦

又は運営に支障をきたす事もあり、慎重にやらなければならない

事、又それとは裏腹に情報があまりにもない場合は判断の正確さ

に欠け推薦頂く事を躊躇してしまう事、入会していただきお付き

合いしてみない事にはお互いに解らないことが沢山あると思いま

す。 

また折角入会してもらっても出席義務もしかりで例会に出席で

きていないと親睦も深められずロータリーの大切なことを理解で

きないと思います、自らが楽しく充実しないとロータリーに魅力

を感じなくなり出席が疎かになり、休会しいずれ退会する事にな

っていくのではと個人的な見解ですが私は思います。 

では私ごときがこんな偉そうなことをお話しても何の説得力も

有りませんので、大先輩の挾土副委員長にこれから卓話頂きたい

と思います。その前に皆さんご存じではある事と思いますが挾土

貞吉さんロータリーの経歴をご紹介させて頂きます。 

7代岡田会長年度に入会され、現51代古橋会長年度まで1年の

病気休会は有りますが 32 年間無欠勤で現在進行中です。自身 39

代会長時にRI会長賞、地区広報賞受賞され高山西クラブを知らし

めるには充分すぎる程の功績が有りました。又26年度では例会ス

ピーチにて、「ロータリーは人生道場だ」とお話され私も感銘を受

け、今でも心に刻まれております、2014.4.11の会報に掲載されて

おりますので是非皆様ご閲覧下さい。我が西クラブ50周年を終え

た今、「これでいいのか会員増強」と題して西クラブで一番口喧し

い挾土貞吉さんに卓話を頂きたいと思います。 

 

挾土 貞吉 

会員増強について話せとの 

垣内委員長命令があり出てまい 

りました。私自身は思ったこと 

の半分も言えない気の小さい、 

仏の挾土だと思っていますが委 

員長はどうしてあのような事 

言ったのか理解に苦しみます。 
手元の資料は30数年前の 

ものです。当時例会で話し合っ 

た事を伊藤松寿さんがKJ法にして纏めたものです。先般地区委員

長堀場さんの卓話でも問題点いろいろ指摘されましたが同じよう

なことであり、会員増強は永遠のテーマとはこれを見てもお解かり

と思います。 

私の思い考えを長々話してきましたが自分のクラブを愛しこれ

から更なる発展を望むなら、今わがクラブの行っている社会奉仕活

動の9ヵ年皆勤表彰、ソフトミニバレー、出前講座等継続すること

がクラブの魅力となり今後の新会員の勧誘につながると思います。

今立派な若い新会員多数入会しくれています。自信と誇りを持って

声がけしていきましょう。 

皆さんそれぞれに会員増強思いがあろうと思います。阪下さん、

ご意見や思いを一言お願いします。 

阪下 六代 

・クラブ奉仕は、四大奉仕の一つ。 

 クラブは人、志、金の三要素で 

成り立つ。 

 そのうちの人を結集させることに 

なる会員増強への寄与は、会員一 

人ひとりができる最大のクラブ奉 

仕である。 

・自身、当クラブに入会できたことを幸いと考えている人にとって、

新会員の入会に寄与することは、クラブ並びに自分を入会させてく

れた先輩会員への恩返しである。 

・会員歴の浅い会員の中には、新会員の勧誘を不遜、生意気だと思わ

れるのではと躊躇するむきもあるが、それは無用の心配である。

むしろ、自身の力で後輩会員を作ることが、自身の責任意識、模

範にならねばという自覚を培養し、そのことで自身が磨き上げら

れていくことになる。利他の功徳は、自身に返ってくるのである。

 先ずは、会員推薦用紙の推薦者の署名欄の冒頭に自分の署名を 

 しようではないか。 

・未入会の人たちの中には、進んで入会をしたいと考えている人 

（志望型）、勧誘されれば、内容を吟味した上で、入会してもよ

いと考えている人（潜在的志望型）、入会した場合の利害得失を

考え入会を留保している人（態度保留型）、入会する意思はあるが、

今はその時期ではないと考えている人（待機型）、何らかのクラブ

に入会したいと考えているが、どのクラブが良いのかわからない、

又は別のクラブに入りたいと考えている人（競合型）、そもそも、

団体に入会したり、集団的活動をすること自体を回避している人

（孤高型）といった型がある。 

 最初に接触した段階で、その人がどの型に該当するかを見極め、

  それに見合う適切な方法で入会の勧誘をする。 
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＜ニコニコボックス＞ 

●記念誌委員会 平 義孝さん 

50 周年記念誌の刊行が、遅れましたが本日会員の皆様に配布する事

が出来ました。この記念誌作成には脇本さん、小森さん、伊藤さん、

また座談会の4名の皆様にご協力頂きありがとうございました。 

●伊藤 松寿さん 

ようやく創立50周年記念誌が発刊の運びとなり誠におめでとうござ

います。記念誌委員長の平義孝さん、本当に本当に御苦労様でした。

●中島 弘人さん 

昨年結婚した長女が、無事3月16日に女の子を出産しました。とう

とうお祖父さんになりました。ありがたく感謝しきりです。 

●杉山 和宏さん 

明日長男の卒業式を迎えます。これまで無事に育ってきた事に感謝し

つつ、既に3年後の高校受験が心配になっています。そして、子供は

無事卒業出来ましたが、私は小学校ＰＴＡに留年となってしまいまし

た。なかなかすんなりといかないものです。 

●下屋 勝比古さん 

ブラックプルズの応援ありがとうございました。結果は5位と昨年よ

り1つ上げました。来週は神戸へ1週間娘の選抜高校ハンドに帯同し

て来ます。最近欠席が多くスミマセン。 

●蜘手 康介さん 

年度末でバタバタしております。早退させていただきます。 

 

●古橋 直彦さん、遠藤 隆浩さん 
今日の会員増強委員会、挾土さん、垣内さん、よろしくお願いいたし

ます。しっかり勉強させていただきます。 

●垣内 秀文さん 

本日は会員増強委員会担当例会です。私も少しだけ話をさせて頂きま

すが、メインは影の委員長、挾土大先輩の卓話です。挾土さん、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

●挟土 貞吉さん 

今日は会員増強委員会担当例会です。非常事態です。良いクラブ、魅

力あるクラブを目指し、真剣に考え行動し新会員を迎い入れましょ

う。ご意見をお待ちしています。 

●井辺 一章さん 

3月12･13日と会長エレクト研修セミナーを受けて来ました。2日間

でしたが大変でした。議案が多かったです。 

●脇本 敏雄さん 

高山西ＲＣ創立 50 周年記念誌が完成し会員に配布されたようです

が、これで委員長としての責務が全て完了しました。会期半ばで皆様

にご挨拶もしないまま退会しました事を、この場を借りましてお詫び

申し上げます。記念行事催行に当たりましては、会員の皆様には大変

お世話になりました。また高山西ＲＣの会員として31年間ＲＣを満

喫させていただきました事を改めて御礼申し上げます。本当にありが

とうございました。高山西ＲＣが今後益々発展する事を祈念すると同

時に、会員各位のご多幸をお祈り申し上げます。 
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